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はじめに

「べる」とは

目的

１. 青少年の働く意識の向上を

「べる」の仕組み

２０２２年度について

２. 地域のなかで青少年に役割を

３. 地域で青少年を支える土壌を

　「べる」は、活動をする１０代の青少年が中心となって、地域のみなさまに

支えられています。

　地域通貨「べる」は、京都市山科青少年活動センター（やませい）が、

１べる＝１円の価値がある地域通貨として、２０１５年（平成２７年）

８月より発行しているものです。１０代の青少年を中心に、事務作業や地

域活動の対価として「べる」を稼ぐことができ、またそれを日本円のかわり

に決められた場所で使用することができます。

　青少年が様々な自主的活動を通して、社会を「まなべる」、活動の対価と

して「たべる」「あそべる」のが、地域通貨「べる」です。

「べる」の活動を通じて、青少年の多様な職業観や就労意識を身につけ、自分の将来

を考えるきっかけをつくります。

青少年が対価をもらう責任と誰かの役に立つ喜びを感じる体験を通じて、彼らの自己

有用感を高めていきます。

青少年の成長を支える仕組みを地域のなかでつくり、将来の地域の担い手を育む下地を

つくります。

　新型コロナウイルスへの対応も落ち着

いてきた中、地域（外部）の活動が、昨

年にも増して拡大しました。

　２０２２年度は、センター主催の事業

に対するニーズが非常に高まった１年と

なりましたが、地域通貨「べる」事業も

例外ではありませんでした。センターで

は、拡大する需要に応えるべく、館外活

動である「とび活」や関係先施設からの

受託を増やすなど、バリエーション豊か

な体験の場を設けることを心がけました。

　いまだ難しい時期は続きますが、今後

とも「べる」を通じた青少年の成長を見

守る環境づくりへのご理解とご協力・ご

支援のほど、よろしくお願いいたします。



青少年と「べる」

活動について

館内の活動 館外の活動

※活動報告書のコメントより抜粋

２０２２年度総活動件数 ４１４件

青少年へのインタビュー

　青少年が行う活動はやませいでは「べる活」とよん

でいます。活動はセンター内での活動、地域イベント

の運営補助、地域の福祉施設での活動など様々です。

　２０２２年度は、外部での活動数が５回、べるパー

トナーからの依頼による内部べる活動が３回を含め、

過去最多となりました。

　センターの日常業務から広報業務ま

でお手伝い。センターの運営に貢献で

きた！という思いを持ってもらえまし

た。事業に参加する青少年の目線が活

きています。

＜日常のお手伝い＞

　・古紙まとめ

　・館内消毒

　・地域清掃　　　　etc.

＜広報のお手伝い＞

　・プログラムのポスターづくり

　・掲示板背景づくり

　・七夕の飾りつけ　 etc.

　昨年度より導入した「とびだせ！べる活」

のフォーマットを利用して、今年度は５回の

外部活動を実施しました。

　１回あたりの活動時間が長いものの、非日

常的な体験ができることから、べる活動登録

者の人気も高い企画になりました。

今後、地域と協働する活動のさらなる充実を

目指します。

思ったより人が
多くてびっくり
しました！

またいろんなのに
参加したい

見やすくするのが
大変！

初めは難しかったけど
苦労したので
おぼえられるきがする

ひまな時
やりにきます！

きつかった

やりがいがあったので
　　たのしかった

つかれたけど
おれいをいわれた

きんちょうしない
けど、よけいな事
とか言ったかもし
れない^-^ はんせい

「べる活」をした青少年の声

＠清水焼の郷まつり ＠香東園 やましな

山科 パン太郎山科 花子

やませい職員 やませい職員

わかもののまちサミットでの講演

　２０２２年１１月に行われた「わかもののまちサミット

２０２２＠京都」の一環として、実際にべる活動をしてい

る青少年自らが、べる活動の魅力や経験から得たものにつ

いてお話ししました。

中学２年生 ※自画像です

Q：　「べる活」をはじめたきっかけは？

A：　最初はロビーにいたときに職員さんに案内されて、清掃とかの

　　  センターのお手伝いをした感じです。

Q：　今までで一番印象に残っている活動は？

A：　やっぱり「とび活」です。初めての人と一緒に外でべる活動をして

　　  仲良くなった人もいるし、地域の役にたってるなって実感できたか

　　  らです。

Q：　「べる」を使って何かやりたいことありますか？

A：　去年は自分のために誕生日ケーキを買ったので、今年は誰かのため

　　  にケーキを買いたいです。



べる
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べるパートナー団体

使える場所

地域に支えていただいた「べる」

活動場所

地域のみなさまのご協力により成り立っています。

「べる」を使える・活動ができる場所として

ご登録いただいている山科区内の店舗です。

（順不同・敬称略）

山科書店

Cafe SMILE´

べる総発行額

べる利用額

べるパートナー

新規登録数

寄附金

120,250 べる

85,500 べる

２店舗

・昨年度実績　30,900 べる

※昨年度発行分も含む

昨年度実績　10,850 べる

・めんめん 渋谷店

・おふくろ亭

2022 年度活動実績

べるパートナーからのメッセージ

　山科青少年活動センターの隣にある京都市

山階児童館です。「べる活」を通し、中高生世

代との交流を考えた矢先にコロナ禍となり、

様々なイベントが中止になってしまいました。

直接の交流が難しい状態でも何かできないか

と考え、乳幼児さんや小学生の工作に必要な

部品などの作成を依頼しています。子どもた

ちにお兄さん・お姉さんが手伝ってくれた話

をすると「えっ！そうなん！？」と驚き、感

謝しています。今後も子どもたちのためのお

手伝いをお願いします。

また、児童館は中高生世代の皆さんも利用で

きる場所なので、気軽に遊びに来てくださいね！
京都市山階児童館　 
                     館長  村田 貴子

めんめん 渋谷店

おふくろ亭

うち、べるパートナー店舗

今年度使用額  63,800 べる

ユースカウンシル京都より 6,000 円

※運営資金の事業寄附も受け付けております。

　利用先・活動先として参加することは

　難しいけれど、活動を応援したいという方は、

　寄附によるご支援をお願いいたします。

â　　â　　

事業協力金
山科青少年活動センター

運営協力会より
 150,000 円
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